
情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

個人に依存した時空間セマンティクスの分散表現の検討
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概要

近年，GPS（Global Positioning System）機能を備えた

スマートフォンやウェアラブル端末の普及により，日々莫

大な量の GPS 測位情報が生成されている．これらの GPS

測位情報は，ユーザの日々の生活パターンなどが如実に表

れるものであり，これを分析することはそのユーザの特徴

（性格，趣味趣向）を抽出することに繋がる．今後 IoT 社

会が進み，得られる GPS 測位情報がますます増えること

が予想され，それらを有効に活用するための分析手法を考

案することは大きな意味を持つと考えられる．

GPS 測位情報の分析の試みとして，word2vec の考えを

取り入れてたものが多く存在する．本来 word2vec は自然

言語処理の分野で利用されるものである．しかし，測位ロ

ケーションを「単語」に，一連の測位ロケーションの遷移

を「文」と見立てる，といった工夫を施すことで人流解析

の分野でも応用が期待できることが分かっている．その結

果得られる分散表現は，異なるロケーション間 [1]または

異なるユーザ間 [2]の類似度を定量的に表すことになる．

この分散表現を使えば様々なマーケティング戦略に活用で

きると考えられる．

word2vec とは，Mikolov ら [3] によって提案されたテ

キスト処理を行うためのニューラルネットワーク（NN）

である．この手法は，類似した文脈で用いられる単語は

類似した意味を持つという分布仮説に基づいたものであ

る．そして，word2vec には学習手法として，Skip-gram と

Continuous Bag of Words（CBoW）の二つのモデルがあ

る．Skip-gram は，ある単語を入力にその周辺の単語を予

測するタスクを NN で学習する．逆に CBoW は，周辺単

語を入力にその中心の単語を予測するタスクを NN で学

習する．こうして得られた中間層の重みが各単語の分散表
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現を表すようになる．この単語のベクトル空間において，

ある単語の周辺によく表れる単語同士は近くに配置され，

逆に文章中に同時に出現しない単語同士は遠くに配置され

る．これを利用して単語間の類似度の計算や単語の持つ意

味の加算，減算が可能になる．

本研究では，word2vec の考えを利用して GPS 測位情報

を学習させることで，各ユーザの「滞在場所」の分散表現

を作成する手法を提案する．既存研究には，ロケーション

やユーザの分散表現の作成というものは存在したが，「滞

在場所」という細かさのレベルは見られない．そのため，

従来よりもより詳細なユーザの特徴が抽出できることが期

待できる．
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